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【課題の概要】 
本研究は、応募者が考案した非環状型人工核酸(L-aTNA)ユ

ニットの三量体を用いた、鋳型上での化学ライゲーションに

よる人工遺伝子の開発とその複製、RNA・DNA への転写を行

い、さらには進化分子工学の手法による L-aTNA アプタマー

獲得への展開を通し、Pre-RNA ワールド仮説に一石を投じる

人工遺伝システムの創成を目指す独創性の高い内容である。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
構造が比較的単純で、かつ合成が簡便な L-aTNA を原始核

酸とし、その複製や、天然の RNA、DNA との二重鎖形成も

可能となる魅力的な人工遺伝システムを提案しており、

Pre-RNA ワールドに迫る点で学術的に大きなインパクトが

ある。特に非酵素的な化学ライゲーションが円滑に進み、長

鎖 L-aTNA が得られ、かつミスマッチを最大限抑えることが

できれば、真の遺伝子モデルとして注目されるだろう。さら

に進化分子工学的な手法を用いて、標的分子に対する最適な

アプタマー獲得も目標にしており、応用面も含めた研究の展

開が大いに期待される。 
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